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「平成 28年度中央地区里親会夏季研修会」が７月 23日（土）～

24日（日）、古平町にある「まりんはうすふるびら」を会場として開

催されました。参加者は里親 26名、子ども 25名のほか、来賓として

中央児童相談所の栗本所長と矢野主査および古平町保健福祉課の佐藤

課長が出席され、また里親支援専門相談員の斎藤さん、門前さん、磯

松さん、松永さん、阿部さん、井代さんが参加されました。さらに、

仁木町から里親になりたいと考えているご夫婦が見学者として参加さ

れました。 

はじめに太田会長が本研修会で有意義な時間を過ごして

欲しいこと、研修会の準備と運営を担当された菊地里親さ

んはじめ後志地区の里親さん達、講師の栗本所長および札

幌南藻園の大場園長、そして来賓の佐藤課長、子どもたち

の引率や会場の設営などお世話をいただいたボランティア

の方々に厚く感謝する旨

の挨拶をされました。

次いで、来賓の佐藤課

長さんから地元を代表して歓迎の言葉と古平町の紹介をするご挨

拶をいただきました。とくに、ふるさと納税による収益を活用して

ことも達への手厚い福祉施策のお話しが印象的でした。 

参加者の簡単な自己紹介に続いて、栗本所長さんから行政説明があり

ました。中央児童相談所における里親登録数や委託児童数の推移、社会

的養護の動向や児童・家庭支援における課題や困難性などについて話さ

れました。また、子どもの委託は里親登録の順や社会的評価の優劣で行

われているわけでなく、里親の個性や生活の状況などを考慮したマッチ

ングが大切な要件であることから、多様な里親が委託を必要とする子ど    

もの人数の何倍も必要であることが強調されました。 

「児童福祉法の一部改正とその背景」と題した札幌南藻園の大場園長さ

んによる講演では、今年の６月に施行された児童福祉法の改正部分の概要

について説明されるとともに、改正に至る経過について一部、検討の議論

に加わった視点から興味深いお話しがありました。また、今回の改正では

児童福祉法の理念の明確化や、児童虐待発生時の的確な対応、および虐待

を受けた子どもたちへの支援策として養子縁組への取り組み強化や、18

歳以上の子どもに対する支援の継続などで前進が見られたが、虐待の未然

防止や組織体制の整備などの課題が残されているということです。それらを補うものとして子育て中

の一般家庭や里親に何かあった時にヘルプが出来るホットライン・システムや、養護施設や里親の下

にいる子どもたちへの奨学制度についてのデータベースの構築などの提案がされました。 

活動報告： 「平成 28年度中央地区里親会夏季研修会」が開催されました 

  

太田会長 佐藤保健福祉課長 

会場のまりんはうすふるびら 

栗本中央児相所長 

大場札幌南藻園長 
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真面目に研修した後は「古平家族旅行村」にチェックインし、バスに

送迎していただいて日本海が見える「ふるびら温泉」で汗を流しました。

お楽しみの交流会が始まってからは、ウニやカニなど盛りだくさんのご馳

走に舌つづみを打ち、賑やかなうちに話しに花を咲かせました。日が沈ん

で暗くなってから、子どもたちは花火を楽しむ一時を過ごしました。場所

を変えての二次会は深夜 12時近くまで時間を忘れて話し込みました。 

翌日は、「まりんはうすふるびら」で朝食をいただいてから、時間に余

裕のある家族はすぐ側の海水浴場で、子どもたちを心ゆくまで楽しませる

ことが出来ました。比較的こぢんまりとした海水浴場ですが、海の水は透

きとおっていて景色もとても良く、沢山の人たちが訪れていました。有意

義でかつ楽しい研修会を提供していただいた菊地さんご夫婦はじめ後志

地区の里親さんに重ねてお礼申し上げます。 

 

  

 日本財団は、社会的養護出身者の進学や就職を応援するため、授業料、生活費、住居費を給付する

新しい奨学金制度を 2016年度からスタートしました。進学先の大学・専門学校の学部・学科の制限は

なく、また中学校を卒業後、職人（大工、左官、紙すき、板前・・・）を目指す子も奨学金の対象に

なっているのが特色です。申請受付期間は 2016年 8月 1日～8月 31日（必着）で、支援対象は 15歳

以上（中学卒業以上）の社会的養護出身者となっています。申請を希望される方や、募集要項を見た

い方は里親会事務局へご連絡ください（Tel.& Fax 387-8765、E-mail mizushimash@nifty.com） 

 北海道新聞と道新社会福祉振興基金は、返済不要の給付型奨学金制度を設立し、高校を卒業して 18

歳で児童養護施設や里親家庭を離れて経済的自立を求められる子どもたちに、大学や専門学校への進

学を支援することとしました。応募締め切りは 8月 31日となっています。興味がある方には募集要項

を、応募したい方には申込用紙を送りますので、里親会事務局までご連絡ください。 

 

 

このことについて、大会開催要綱と参加・分科会・宿泊・昼食・懇親会の案内がありました。参加

される方は個別に同封の申込書に必要事項を記入の上、8月 29日までに名鉄観光サービス水戸支店

に直接お申し込み下さい。参加者には参加費を補助しますので、その旨を事務局までご連絡下さい。 

お知らせ： 「日本財団夢の奨学金」、「北海道新聞進学・自立支援金」募集について 

  

お知らせ： 第 61回全国里親大会茨城大会」の開催について 
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